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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

支
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る
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自立支援法に思う

郵
政
民
営
化
の
問
題
に
よ
り
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、
そ
の
あ
お
り

で
自
立
支
援
法
が
廃
案
と
な
り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
は
、
次
期
国

会
に
出
し
直
し
て
成
立
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。
政
権
が
変
わ
る

よ
う
な
こ
と
が
な
い
限
り
、
ず
れ
込
む
形
で
も
成
立
す
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
自
立
支
援
法
の
成
立
を
急
ぐ
理
由
に
挙
げ

て
い
る
も
の
に
、
現
在
の
支
援
費
制
度
に
よ
る
財
源
不
足
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
支
援
費
制
度
の
導
入
に

際
し
て
の
予
算
を
含
め
た
想
定
の
甘
さ
が
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
で
、

今
回
の
自
立
支
援
法
は
改
革
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
い
わ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
抜
本
的
改
革
が
こ
れ
ほ
ど
当
事

者
か
ら
の
問
題
指
摘
を
受
け
な
が
ら
も
慌
た
だ
し
く
進
め
ら
れ
て
い

く
こ
と
に
大
き
な
不
安
を
感
じ
ま
す
。

「
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
は
な
く
な
る
」

と
い
う
こ
と
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
重
症
心
身
障
害
と
い

う
状
態
の
方
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
立
支
援
法

に
よ
り
改
革
さ
れ
る
こ
と
で
、
「
重
症
心
身
障
害
児
」
と
い
う
特
別

な
人
が
い
な
く
な
り
、
医
療
を
含
め
て
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
方
に

対
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
非
常
に
よ
い
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
回
の
改
革
は
財
政
上
の
問
題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
、
障
害
が
あ
る
方
へ
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
と
い
う

よ
う
な
根
本
的
な
視
点
に
立
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
。
財
政
上
の
問
題
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
ど
の
よ
う
に
支
援
を
行
う
か
は
大
き
な
問
題
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
と
議
論
を
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
介
護
保
険
と
の
す
り
あ
わ
せ
だ
け
の
改
革
が
ポ
ン
ポ
ン
と
進
め

ら
れ
て
い
く
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
と

い
う
も
の
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
「
応
益
負
担
」
と
い
う
形
で
自
己
負
担
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
自
己
負
担
そ
の
も
の
以
上
に
「
応
益
」
と
い
う
考
え
方

に
日
本
の
福
祉
の
貧
困
感
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
の

自
己
負
担
に
つ
い
て
も
、
特
に
、
医
療
的
な
ケ
ア
が
必
要
な
方
に
と
っ

て
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
や
特
別
な
機
器
及
び
器
具
等
の
負
担
は

今
で
さ
え
も
大
き
く
、
今
後
に
大
き
な
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

今
、
介
護
保
険
の
中
で
、
シ
ル
バ
ー
産
業
と
し
て
多
く
の
企
業
が

参
入
し
て
様
々
に
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
良
く
な
っ

た
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
蓄
え
や
収
入
が
十
分
に
あ
る
人
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
方
に
と
っ
て
の
選
択
肢
は
ど
れ
ほ

ど
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
企
業
が
通
常
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

「
売
れ
筋
」
を
考
え
、
収
益
性
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
は
簡
単
に
撤
退

を
し
て
い
き
ま
す
。
重
い
障
害
が
あ
る
方
の
中
に
は
、
特
殊
な
器
具

を
使
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
が
、
特
殊
な
ゆ
え
に
製
造
者
も
な
く
な

り
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
困
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

今
回
の
自
立
支
援
法
に
よ
る
改
革
が
、
当
事
者
の
支
援
を
中
心
に

考
え
ら
れ
る
も
の
な
ら
ば
、
当
事
者
を
議
論
の
中
に
加
え
し
っ
か
り

と
議
論
を
し
、
よ
り
困
難
な
方
を
優
先
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
発

想
が
制
度
等
に
い
か
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。
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支

垂れ幕、ポスター等を大型カラー

プリンタより印刷致します。

イベントやお知らせ等の使途の目

的にお気軽にご用命下さい。

☆大きさと色数により値段が変わります。
■モノクロ１色＝６１０ミリ→１,０００円/ｍ、９１０ミリ→１,５００円/ｍ

■カラー２色＝６１０ミリ→１,５００円/ｍ、９１０ミリ→２,０００円/ｍ

■フルカラー＝６１０ミリ→２,０００円/ｍ、９１０ミリ→２,５００円/ｍ

基本（６１０又は９１０ミリ）×○○メートルです。ご不明な点は支える会事務局迄ご相談下さい。

「支える会」入会のご案内
大阪府重症心身障害児・者を支える会(全国重症心身障

害児(者)を守る会の大阪支部)への入会についてご案内

いたします。

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

◎年会費 3,600円

本会「支える」発行購読料含む

【法人・団体会員】◎年会費 10,000（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

【協力会員】 ◎年会費 3,000円（１口）

（運営資金の協力会員）

本会「支える」発行購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします。

■「エコウイン２１」金額：

２５０ｍｌ(約2.5リットル）＝１,０００円

５００ｍｌ(約５リットル）＝２,０００円

１０倍に希釈して使用します

■スプレー容器:２５０円(目盛付)※必要の方のみ

エコウインって何？

エコウイン２１は自然界に在る乳酸菌・酵母菌・光
合成細菌などの８０種以上の人にとって有用な微生
物群（善玉菌／蘇生菌）を集めて培養したもの。
酒や味噌・チーズなどの発酵食品に使われて
いる微生物と同じ仲間。

有用微生物群(＝善玉菌)が活躍する時代に

化学薬品・化学農薬に代わって、水質浄化・土壌
浄化・生ゴミ分解・畜産飼料などに広く活用され
るようになってきました。

快適・安全・便利
天然成分の除菌・消臭剤

新発売になり、パワーアップ ラベンダーの

香がつき、使いやすい容量になりました。

会費納入のお願い 既に納入がお済みの方にはあしからずお許しを賜りますようお願い申し上げます。

＜問い合わせ＞ ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５ ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵 便 振 替＞ ００９３０－９－６９５９８ 大阪府重症心身障害児・者を支える会
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「重症心身障害児者介護人養成講座

（基礎コース10月）」のご案内

●１０月１５日(土) 10:30～16:30 国際会議場
岸本 眞氏
(河﨑医療技術専門学校・理学療法士）他

●１０月１６日(日) 10:30～16:30 阪南パラドーム
岸本 眞氏
(河﨑医療技術専門学校・理学療法士）他

●１０月２２日(土) 10:30～12:30 早川記念会館
田中 直壽氏（言語聴覚士）
13:30～15:30
藤井 建一氏（耳原総合病院小児科Ｄｒ）

◎定 員 ５０名（全３日間受講可能な方）
◎受講費 ５，０００円（テキスト、教材等を含む）

―４―

全国重症心身障害児（者）を守る会

平成１７年度近畿ブロック勉強会

日 時：平成１７年９月３日（土）午後１～４時

場 所：奈良県文化会館 ２階 小ホール

〒630-8213 奈良市登大路町６－２

電話０７４２－２３－８９２１

（近鉄奈良駅下車 東へ徒歩５分）

講 師：厚生労働省社会援護局障害保健福祉部 障害福祉課

課長補佐 隥本 英俊氏

テーマ：「障害者自立支援法」について

参加料：無料

定 員：２５０名

詳細は支える会事務局まで０６－６６２４－２５５５



日常生活支援従業者養成講座のご案内 

「特定非営利活動法人 大阪府重症心身障害児者を支える会」では日常生活支援従業者養成講座を
開講いたします。 
この講座は、当事者の立場に立った人権感覚をふまえた上で、介護の技術を学ぶことを目的とし

ています。 
この資格を取得すると、日常生活支援と全身性ガイドヘルパーに従事することが出来ます。希望

者は次の要領でお申し込み下さい。 

記 
開 講 日 ： 平成１７年９月  ３日（土） 

 ９月  ４日（日） 

 ９月１０日（土） 

 ９月１１日（日） 

会   場 ： 阪南パラドーム（地下鉄御堂筋線「昭和町」４番出口徒歩５分） 
受講資格： 障害児者の福祉に熱意があり、居宅介護業務に従事しようとする方で 
       ４日間受講できる方 
費   用 ： ２５，０００円 ＊受講決定後、振込または現金にて納入して下さい。 
振 込 先 ： 三井住友銀行 西田辺支店 普通口座１１７００４６ 
       特定非営利活動法人 大阪府重症心身障害児者を支える会 会長 寺岡冨子 

トクテイヒエイリカツドウホウジン オオサカフジュウショウシンシンショウガイジシャヲ 
ササエルカイ カイチョウ テラオカトミコ 

申込み方法：往復葉書に次の事項を記入の上、お申し込み下さい。 
        （ 氏名、ふりがな、住所、TEL、FAX、生年月日、性別） 
主 催 者 ： 特定非営利活動法人 大阪府重症心身障害児者を支える会 
申 込 先 ： 〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町 5-15-28 育徳コミュニティセンター内 
       TEL ０６－６６２４－２５５５  FAX ０６－６６２４－２５５６ 
   支える会事務局 

 
日 常 生 活 支 援 講 座 

日  程 時  間 教  科  名 
9:40～10:00 0.25ｈ オリエンテーション 

10:00～12:00 ２ｈ ホームヘルプサービス概論 
12:45～13:45 １ｈ ホームヘルパーの職業倫理 
13:50～14:50 １ｈ 介護概論 

９月３日 
（土） 

14:55～15:55 １ｈ 移動介助の基礎知識 
9:40～10:40 １ｈ 家事援助の方法 

10:45～11:45 １ｈ 医学等の基礎知識 
12:30～14:30 ２ｈ 人権啓発に関する基礎知識 

９月４日 
( 日 ) 

14:35～16:35 ２ｈ 重度肢体不自由者（児）における障害の理解 
9:40～11:40 ２ｈ 移動介助の基本技術 

12:30～14:30 ２ｈ 移動介助の基本技術 
９月１０日

( 土 ) 
14:35～16:35 ２ｈ 屋内の移動介護 

9:40～11:40 ２ｈ 屋内の移動介護 
９月１１日

（日） 12:30～15:30 ３ｈ 
応用技能 １ｈ 
実習（同行訪問）２ｈ 
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発
行
所

大
阪
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

〒
五
六
五
―
〇
八
五
一

吹
田
市
千
里
山
西
六
―
二
七
―
二

定
価

五
〇
円

（
会
員
の
方
は
会
費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

宇
宙
に
飛
び
立
っ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
、
無
事

に
地
上
に
帰
還
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
宇
宙
飛

行
士
の
野
口
さ
ん
は
、
青
く
美
し
い
地
球
と
真
っ
暗

な
宇
宙
空
間
に
大
き
な
感
動
を
覚
え
た
そ
う
で
す
。

私
達
も
、
無
限
の
宇
宙
へ
の
深
い
畏
敬
の
念
と
無
垢

へ
の
あ
こ
が
れ
を
抱
く
も
の
で
す
が
、
地
上
の
暮
ら

し
は
せ
ち
辛
い
も
の
で
す
ね
。

障
害
者
は
今
、
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
障
害
者
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
」
と
い
う
目
的
に
は
ほ
ど
遠
い
自
立
支
援
法
。
ど

ん
な
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
、
一
人
一
人
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
施
策
が
な
さ
れ
る
よ
う
声
を
上
げ
て
い

き
ま
す
。
（
Ｎ
）

編

集

委
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一
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
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│
│
│

編
集
・
責
任
者

（

事
務
局

）

〒
五
四
五
―
〇
〇
二
一

大
阪
市
阿
倍
野
区
阪
南
町
五
―
一
五
―
二
八

育
徳
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
六
―
六
六
二
四
―
二
五
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六
ー
六
六
二
四
ー
二
五
五
六

運
営
委
員
長

鈴
木

祥
子

郵
便
振
替
口
座

〇
〇
九
三
〇
ー
九
ー
六
九
五
九
八

大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

編

集

後

記

「支える会」事務局
〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６
＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内
ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメールや

掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へ

リンクあり！

《
事
務
局
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
が

変
更
し
ま
し
た
》

日
頃
よ
り
本
会
の
活
動
に
は
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
で
は
平
成
十
七
年
八
月
よ
り
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
左
記
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

会
員
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
各
位
様
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご

理
解
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
六
ー
六
六
二
四
ー
二
五
五
六

強度行動障害問題を考える研修会

日 時： 平成１７年９月４日(日) 10:00～受付

11:00～12:30講演 12:30～13:30昼食 13:30～14:30講演

場 所： 大阪科学技術センター

主 催： 大阪府重症心身障害児・者を支える会

全国重症心身障害児(者)を守る会・近畿ブロック（共催）

定 員： ２００人

「行動障害を示す方たちへの取り組み」
寺尾 孝士氏（おしまコロニー 星が丘寮施設長）


